
宣
長
の
神
の
概
念
は
そ
れ
以
前
の
神
の
概
念
と
非
常
に
異
な
っ
て
お
り
、
そ

の
差
異
を
詳
細
に
分
析
し
、
正
確
に
捉
え
る
こ
と
は
、
宣
長
の
思
想
全
体
を
理

解
す
る
上
で
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
「
現
身
」

に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宣
長
に
お
け
る
神
の
性
格
の
一
端
を
明

ら
か
に
し
た
い
。

（
１
）

「
現
身
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
東
よ
り
子
氏
の
考
察
が
あ
る
。
東
氏
は
宣

長
が
神
を
「
霊
」
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
「
現
身
」
と
し
て
、
つ
ま
り
神
を

実
在
す
る
物
と
し
て
と
ら
え
た
と
し
、
神
を
物
と
し
て
と
ら
え
た
が
故
に
「
神

の
本
来
の
属
性
で
あ
る
永
遠
性
・
無
限
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
示

唆
に
富
む
論
を
展
開
し
て
お
ら
れ
る
。
特
に
天
孫
降
臨
の
意
味
を
解
明
す
る
の

に
宣
長
の
「
現
身
」
・
「
御
霊
」
の
概
念
が
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
と
い
う
指

摘
は
、
宣
長
の
「
現
身
」
と
「
御
霊
」
の
概
念
の
意
味
に
つ
い
て
一
つ
の
答
を

提
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
東
氏
の
論
文
で
は
「
現
身
」
あ
る
い
は
「
御
霊
」

そ
れ
自
体
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
が
な
い
た
め
に
、
そ
の
実
質
的
な
内
容
が

今
一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
現
身
」
お
よ
び
そ
れ
と
対

照
さ
れ
る
「
御
霊
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
宣
長
の
著
作
か
ら
拾
い
あ

げ
た
用
例
に
よ
っ
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

本
居
宣
長
の
司
現
身
」
に
関
す
る
考
察

宣
長
の
神
の
定
義
は
周
知
の
と
お
り
『
古
事
記
伝
三
之
巻
』
に
あ
る
。

さ
て
凡
て
迦
微
と
は
、
古
御
典
等
に
見
え
た
る
天
地
の
諸
の
神
た
ち
を

始
め
て
、
其
を
祀
れ
る
社
に
坐
御
霊
を
も
申
し
、
又
人
は
さ
ら
に
も
云
ず
、

鳥
獣
木
草
の
た
ぐ
ひ
海
山
な
ど
、
其
餘
何
に
ま
れ
、
尋
常
な
ら
ず
す
ぐ
れ

た
る
徳
の
あ
り
て
、
可
畏
き
物
を
迦
微
と
は
云
な
り
、

（
『
古
事
記
伝
三
之
巻
』
全
九
、
一
二
五
頁
）

こ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
き
わ
め
て
広
範
な
も
の
が
神
に
含
ま
れ
る
わ
け
で
あ

る
が
、
今
回
問
題
に
す
る
神
は
こ
う
し
た
広
い
意
味
で
は
な
く
、
右
の
引
用
文

で
「
古
御
典
等
に
見
え
た
る
天
地
の
諸
の
神
た
ち
を
始
め
て
、
其
を
祀
れ
る
社

に
坐
御
霊
を
も
申
し
」
と
い
わ
れ
て
い
る
神
で
あ
る
。

（
り
こ

さ
て
こ
の
神
の
定
義
に
す
で
に
「
現
身
」
の
問
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
「
迦

微
と
は
、
古
御
典
等
に
見
え
た
る
天
地
の
諸
の
神
た
ち
を
始
め
て
、
其
を
祀
れ

る
社
に
坐
御
霊
を
も
申
し
」
と
宣
長
は
い
う
が
、
諸
々
の
神
と
そ
の
御
霊
を
な

ぜ
分
け
る
の
か
。
社
に
坐
ま
す
御
霊
は
神
の
御
霊
で
あ
る
か
ら
、
古
御
典
の
諸

々
の
神
と
一
体
の
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
古
御
典
等
に
見
え
た
る

｜
、
「
現
身
」
の
定
義

大
久
保
紀
子

八
八



「
古
事
記
伝
』
か
ら
「
現
身
」
の
用
例
を
あ
げ
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
「
現
身
」
と
対
応
す
る
「
御
霊
」
の
用
例
も
比
較
す
る
た
め
に
あ
げ
て

お
く
。①
さ
て
如
是
隠
坐
は
、
現
御
身
の
こ
と
、
上
に
僕
住
所
者
云
々
と
あ
る
は
、

此
國
に
留
め
た
ま
ふ
御
霊
の
、
鎮
坐
む
虎
を
云
な
り
、
此
差
別
よ
く
せ
ず

は
混
れ
ぬ
べ
し
、
凡
て
神
代
の
事
は
、
此
現
身
と
御
霊
と
の
こ
と
を
、
た

だ
一
さ
ま
に
云
傅
へ
た
る
【
割
注
略
】
故
に
、
ま
ぎ
ら
は
し
き
こ
と
多
か

天
地
の
諸
の
神
た
ち
」
と
「
其
を
祀
れ
る
社
に
坐
御
霊
」
を
分
け
て
い
る
こ
と

は
、
神
を
「
現
身
」
と
「
御
霊
」
に
分
け
、
「
現
身
」
の
存
在
を
強
調
し
よ
う

と
す
る
宣
長
の
教
え
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

（
３
）

最
も
簡
潔
な
「
現
身
」
の
定
義
は
『
伊
勢
二
宮
さ
き
竹
の
弁
』
に
あ
る
。

す
べ
て
古
書
に
、
其
神
と
い
へ
る
に
、
現
御
身
な
る
と
、
御
霊
な
る
と

の
差
別
あ
り
、
現
御
身
と
は
、
其
身
の
現
在
の
御
身
を
い
ひ
、
御
霊
と
は
、

そ
の
神
霊
を
い
ひ
、
御
霊
實
と
は
、
鏡
に
も
あ
れ
何
物
に
も
あ
れ
、
其
神

霊
を
託
著
た
る
物
を
い
ひ
て
、
俗
に
い
は
ゆ
る
御
神
篭
な
り
、
然
る
に
現

御
身
を
も
御
霊
實
を
も
、
同
じ
く
た
堂
某
神
と
い
へ
り
、

（
「
伊
勢
二
宮
さ
き
竹
の
弁
』
全
八
、
四
八
七
頁
）

「
現
身
」
と
は
、
現
に
あ
る
身
の
こ
と
で
あ
り
、
「
御
霊
」
と
は
い
わ
ゆ
る

霊
で
あ
る
。
宣
長
は
単
に
神
と
い
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
れ
が
「
現
身
」
を

指
す
場
合
と
「
御
霊
」
を
指
す
場
合
が
あ
る
と
い
う
。

宣
長
は
神
の
「
御
霊
」
と
「
現
身
」
と
を
峻
別
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
区
別

に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。

二
、
「
現
身
」
の
実
態

り
、
【
伊
邪
那
岐
大
神
の
御
事
を
、
書
紀
に
、
登
レ
天
報
命
、
価
留
コ
宅
於

日
之
少
宮
一
と
あ
る
は
、
現
御
身
の
御
事
を
申
し
、
構
二
幽
宮
於
淡
路
之

洲
一
、
寂
然
長
隠
と
申
し
、
又
此
記
に
、
坐
二
淡
路
之
多
賀
一
と
申
せ
る

な
ど
は
、
皆
御
霊
の
鎮
座
を
云
、
又
須
佐
之
男
大
神
、
現
御
身
は
根
国
に

就
て
、
御
霊
は
、
出
雲
の
熊
野
に
坐
た
ぐ
ひ
、
猶
お
ほ
き
を
思
ふ
く
し
、
】

（
『
古
事
記
伝
十
四
之
巻
』
全
十
、
一
二
○
頁
）

②
さ
て
此
事
代
主
神
も
、
現
御
身
は
、
既
に
隠
坐
つ
れ
ば
、
此
よ
り
後
御

守
護
と
な
り
て
、
奉
仕
賜
り
む
と
あ
る
は
、
御
霊
な
る
こ
と
、
自
明
ら
け

、
‐
）
、

（
『
古
事
記
伝
十
四
之
巻
』
全
十
、
一
二
一
頁
）

③
さ
て
天
照
大
御
神
は
、
常
へ
に
高
天
原
に
大
坐
々
て
、
下
が
下
な
る
諸

民
ま
で
も
、
ま
の
あ
た
り
に
膿
奉
る
大
御
神
に
坐
ば
、
御
孫
命
も
、
直
に

此
高
天
原
に
坐
現
御
身
の
御
前
を
こ
そ
、
此
国
に
て
も
、
拝
祭
り
給
ふ
べ

き
に
、
別
に
此
御
鏡
を
御
霊
と
し
て
、
祭
り
給
へ
と
詔
ふ
は
如
何
と
云
に
、

大
御
神
は
高
天
原
に
留
坐
し
、
御
孫
命
は
此
國
に
降
坐
て
、
是
よ
り
天
と

國
と
の
往
来
絶
る
際
に
し
て
、
遥
に
隔
り
給
ふ
御
別
れ
な
る
故
に
、
今
ま

で
吾
御
前
に
侍
坐
て
、
親
近
く
拝
奉
り
給
ひ
し
如
く
に
、
今
よ
り
は
、
此

鏡
を
祭
り
給
へ
と
な
り
、
【
故
天
津
日
を
直
に
祭
給
ふ
御
事
は
な
き
な
り
、

諸
人
も
此
意
を
思
へ
】

（
『
古
事
記
伝
十
五
之
巻
』
全
十
、
一
六
○
頁
）

④
【
神
代
紀
に
て
此
一
段
は
、
事
の
趣
ま
ぎ
ら
は
し
き
故
に
、
古
来
く
さ

人
、
解
誤
れ
る
こ
と
な
り
、
よ
く
せ
ず
ぱ
ま
が
ひ
ぬ
く
し
、
己
別
に
委
ぎ

考
へ
あ
り
、
今
そ
の
大
旨
を
い
さ
上
か
云
む
、
ま
づ
長
隠
者
実
と
云
ま
で

は
、
此
神
（
大
国
主
神
の
こ
と
）
の
現
身
の
事
、
大
物
主
神
及
事
代
主
神

八
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云
々
と
云
よ
り
は
、
御
霊
の
事
な
り
、
凡
て
神
代
の
故
事
、
現
身
と
御
霊

と
、
差
別
な
く
語
り
伝
へ
た
る
物
な
る
故
に
、
ま
ぎ
る
上
こ
と
多
し
、
此

段
も
此
差
別
を
よ
く
弁
ふ
べ
き
こ
と
な
り
、
長
隠
と
は
、
現
身
は
八
十

（
４
）

堀
手
に
隠
た
ま
ふ
を
云
、
さ
て
御
霊
を
留
め
て
、
皇
孫
命
の
御
護
神
と
な

し
賜
ふ
、
其
時
に
高
天
原
に
参
出
た
ま
ひ
て
、
高
御
産
巣
日
命
の
詔
を
蒙

り
た
ま
ひ
、
大
物
主
て
ふ
御
名
を
も
賜
は
り
た
ま
ふ
な
る
べ
し
、
［
中
略
］

一
段
の
内
に
し
て
、
前
と
後
と
御
名
の
か
は
れ
る
を
以
て
も
、
此
差
別
あ

る
こ
と
を
暁
る
べ
し
、
】

（
『
古
事
記
伝
二
十
之
巻
』
全
十
、
四
二
二
頁
’
四
二
三
頁
）

⑤
さ
て
此
三
柱
神
は
、
其
現
御
身
を
天
降
し
給
ふ
に
は
非
ず
、
【
現
身
は

高
天
原
に
留
り
て
、
天
照
大
御
神
に
仕
奉
給
ふ
、
】
皆
其
御
霊
實
【
今
御

霊
實
と
云
は
、
御
霊
の
託
る
御
篭
を
云
、
下
皆
同
じ
、
俗
に
い
は
ゆ
る
神

社
の
御
神
賠
な
り
、
】
を
降
し
給
ふ
な
り
、
故
上
の
五
伴
緒
神
と
、
同
列

に
は
あ
げ
ず
し
て
、
今
此
に
、
三
種
御
寳
の
次
に
連
ね
云
り
、
【
割
注
略
】

又
彼
五
伴
緒
神
は
、
現
御
身
な
る
故
に
、
此
次
に
各
某
氏
之
祖
と
注
し
た

る
を
、
此
三
柱
は
、
御
霊
贈
な
る
故
に
、
子
孫
を
ば
挙
ず
、
た
だ
其
鎮
座

す
虚
を
注
せ
り
、
此
等
を
以
て
、
現
身
と
御
霊
と
の
差
別
あ
る
こ
と
を
覚

る
べ
し
、

（
『
古
事
記
伝
十
五
之
巻
』
全
十
、
一
五
八
頁
）

⑥
【
凡
て
御
霊
と
云
に
、
又
用
と
艫
と
の
差
別
あ
り
、
此
大
御
神
の
御
於

に
て
申
さ
ば
、
高
天
原
を
知
看
て
、
世
を
照
し
な
ど
し
賜
ふ
は
、
廣
く
御

霊
の
用
な
り
、
此
御
鏡
は
、
其
禮
な
り
、
さ
て
其
御
霊
を
、
專
此
御
鏡
に

取
託
て
、
其
御
禮
と
し
た
ま
へ
ぱ
、
其
用
も
、
悉
く
此
御
鏡
に
具
り
坐
り
、

然
ら
ば
其
用
悉
く
此
御
鏡
に
移
り
坐
て
、
高
天
原
に
坐
現
御
身
に
は
、
御

霊
は
胎
ら
じ
か
と
云
に
、
凡
て
神
御
霊
は
、
御
霊
に
て
、
い
と
も
霊
異
な

る
物
に
坐
ば
、
悉
く
此
虚
に
あ
れ
ど
も
、
彼
虚
に
も
い
さ
些
か
減
こ
と
な

く
、
彼
虚
に
減
れ
ど
も
、
此
虚
に
も
悉
く
具
り
て
、
其
禮
は
千
萬
虚
に
分

つ
い
へ
ど
も
、
ほ
ど
ノ
ー
に
何
れ
に
も
、
そ
の
用
は
欠
る
こ
と
な
し
、
】

（
『
古
事
記
伝
十
五
之
巻
』
全
十
、
一
五
九
頁
）

⑦
皇
孫
尊
の
天
降
坐
時
に
、
豊
受
大
神
の
御
神
禮
を
添
て
降
し
奉
り
給
へ

る
故
は
、
高
天
原
に
し
て
、
天
照
大
御
神
の
、
常
に
重
く
祭
り
給
ふ
御
神

な
る
が
故
に
、
そ
の
天
照
大
御
神
の
御
霊
實
に
、
此
御
霊
實
を
も
副
奉
り

給
へ
る
也
、
然
ら
ば
そ
の
御
霊
責
は
、
即
高
天
原
に
し
て
、
天
照
大
御
神

の
祭
ら
せ
給
へ
る
と
こ
ろ
の
御
神
禮
歎
と
い
ふ
に
、
然
に
は
有
べ
か
ら
ず
、

高
天
原
に
て
祭
り
給
ふ
御
神
禮
は
、
此
後
も
永
く
高
天
原
に
て
祭
り
給
ふ

く
け
れ
ば
、
此
時
に
降
し
奉
り
給
へ
る
は
、
別
物
な
る
べ
し
、
す
べ
て
神

の
御
霊
實
は
、
一
シ
に
は
限
ら
ざ
る
こ
と
に
て
、
勧
請
し
て
祀
る
と
こ
ろ

人
、
く
い
く
つ
に
て
も
神
霊
は
分
れ
て
、
託
著
給
ふ
こ
と
な
れ
ば
也
、

（
『
伊
勢
二
宮
さ
き
竹
の
弁
』
全
八
、
四
九
二
頁
’
四
九
三
頁
）

二
ｌ
｜
、
「
現
身
」
の
所
在

「
現
身
」
は
、
遠
く
天
上
に
離
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
黄
泉
国
に
隠
れ
て

（
－
３
）

い
る
（
①
、
③
、
④
）
。
例
え
ば
天
照
大
御
神
の
「
現
身
」
は
高
天
原
に
、
伊
邪

那
岐
大
神
の
「
現
身
」
は
同
じ
く
天
上
の
日
少
宮
に
あ
り
、
須
佐
之
男
大
神
の

「
現
身
」
は
根
国
つ
ま
り
黄
泉
国
に
あ
る
。
事
代
主
神
も
大
国
主
神
も
宣
長
の

（
６
）

考
え
に
よ
れ
ば
黄
泉
国
に
隠
れ
て
い
る
。

「
現
身
」
は
天
上
あ
る
い
は
黄
泉
国
と
い
う
遠
く
離
れ
た
場
所
に
あ
っ
て
、

人
と
じ
か
に
接
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
御
霊
」
は
葦
原

中
津
国
に
留
ま
り
皇
孫
命
を
守
る
（
①
、
②
、
④
）
。
天
上
や
黄
泉
国
と
い
う

九
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場
所
に
拘
束
さ
れ
る
「
現
身
」
に
対
し
て
、
「
御
霊
」
は
自
在
に
分
か
れ
移
動

し
て
そ
の
は
た
ら
き
を
現
す
（
⑥
、
⑦
）
。

二
’
二
、
「
現
身
」
の
は
た
ら
き

「
御
霊
」
の
は
た
ら
き
は
、
葦
原
中
津
国
に
留
ま
っ
て
「
御
守
護
と
な
り
て
、

奉
仕
り
賜
む
」
（
②
）
、
あ
る
い
は
「
皇
孫
命
の
御
護
神
」
（
④
）
と
な
る
こ
と

で
あ
る
。
で
は
天
高
く
離
れ
た
り
、
黄
泉
国
に
隠
れ
た
り
し
て
い
る
「
現
身
」

は
ど
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
す
る
の
か
。
宣
長
は
大
国
主
神
が
国
を
譲
っ
て
黄

泉
国
に
隠
れ
よ
う
と
す
る
時
に
言
っ
た
「
隠
り
て
侍
ひ
な
む
」
と
い
う
言
葉
を

次
の
よ
う
に
注
釈
す
る
。

さ
て
今
此
神
の
如
是
白
し
た
ま
ふ
は
、
遠
き
黄
泉
国
に
隠
れ
な
が
ら
も
、

な
ほ
天
神
御
子
の
大
御
前
に
伺
候
居
る
心
ぱ
へ
に
て
、
遥
に
守
衛
奉
ら
む

の
意
な
り
、

（
『
古
事
記
伝
十
四
之
巻
』
全
十
、
二
九
頁
）

「
現
身
」
も
、
場
所
こ
そ
離
れ
て
い
る
と
は
い
え
「
御
霊
」
と
お
な
じ
く
皇
孫

命
を
守
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
皇
孫
命
を
守
る
こ
と
が
目
的
な
ら
ば
、
自

在
に
分
か
れ
動
く
こ
と
が
で
き
、
皇
孫
命
の
そ
ば
に
い
る
こ
と
が
で
き
る
「
御

霊
」
だ
け
で
充
分
で
あ
る
。
所
在
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
「
現
身
」
が
、
「
御
霊
」

と
同
じ
く
皇
孫
命
の
守
護
を
意
図
す
る
な
ら
ば
、
「
御
霊
」
と
は
違
う
は
た
ら

き
が
想
定
さ
れ
な
け
れ
ば
無
意
味
で
あ
る
。
「
御
霊
」
と
は
違
う
「
現
身
」
独

自
の
存
在
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
’
三
、
「
現
身
」
と
「
御
霊
」
の
重
な
り

一
柱
の
神
に
お
い
て
「
現
身
」
と
「
御
霊
」
が
は
っ
き
り
分
け
ら
れ
ず
、
重

な
り
合
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
⑥
に
「
高
天
原
に
坐
現
御
身
に
は
、
御
霊
は

胎
ら
じ
か
と
云
に
、
凡
て
神
御
霊
は
、
御
霊
に
て
、
い
と
も
霊
異
な
る
物
に
坐

ぱ
、
悉
く
此
虚
に
あ
れ
ど
も
、
彼
虎
に
も
い
さ
上
か
減
こ
と
な
く
、
彼
虚
に
減

れ
ど
も
、
此
虎
に
も
悉
く
具
り
て
、
其
禮
は
千
萬
虚
に
分
つ
と
い
へ
ど
も
、
ほ

ど
ノ
ー
に
何
れ
に
も
、
そ
の
用
は
欠
る
こ
と
な
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
現
身
」

に
も
「
御
霊
」
は
あ
る
。
し
か
し
自
在
に
動
き
分
か
れ
る
「
御
霊
」
を
一
所
に

拘
束
さ
れ
て
い
る
「
現
身
」
が
追
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
す
る
と
、
所
在
を

拘
束
さ
れ
て
い
る
「
現
身
」
と
そ
れ
に
重
な
る
「
御
霊
」
、
そ
し
て
そ
の
他
に

動
き
分
か
れ
て
は
た
ら
く
「
御
霊
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
’
四
、
「
現
身
」
の
か
た
ち

「
現
身
」
の
定
義
が
「
現
在
の
御
身
」
で
あ
る
以
上
、
そ
の
か
た
ち
は
一
般

に
、
須
佐
之
男
命
の
黄
泉
国
に
お
け
る
「
現
身
」
の
よ
う
に
、
髪
や
髭
を
そ
な

え
た
人
と
同
じ
身
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
⑤
に
あ
る
よ
う
に
「
現
身
」

は
子
孫
を
成
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
天
照
大
御
神
の
場
合
、
宣
長
は
「
人

体
に
し
て
、
即
天
つ
日
に
ま
し
ま
す
」
（
『
く
ず
花
』
全
八
、
一
五
二
頁
）
と
述

べ
て
お
り
、
問
題
は
非
常
に
複
雑
で
、
稿
を
改
め
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

二
’
五
、
問
題
提
起

以
上
ゑ
た
と
こ
ろ
か
ら
は
、
「
現
身
」
の
独
自
性
が
で
て
こ
な
い
。
「
現
身
」

の
は
た
ら
き
は
「
御
霊
」
と
同
じ
く
皇
孫
命
を
守
護
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
所
在
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
点
こ
そ
違
え
、
「
現
身
」
に
「
御

霊
」
が
重
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
「
御
霊
」
と
し
て
一
括
し
て
も
さ
し
つ
か
え

な
い
。
つ
ま
り
「
現
身
」
の
存
在
理
由
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
。
し
か
し
、
宣
長
に
と
っ
て
「
現
身
」
は
決
し
て
無
意
味
で
は
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
何
ら
か
の
意
味
を
見
出
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
『
古
事
記
伝
』
で

「
現
身
」
が
執
勧
に
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
と
は
何
か
。
以
下
「
現
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天
照
大
御
神
と
大
国
主
神
の
「
現
身
」
が
天
上
あ
る
い
は
黄
泉
国
に
遠
く
離

れ
て
い
る
こ
と
、
特
に
大
国
主
神
の
場
合
は
「
現
身
」
は
隠
れ
る
と
い
う
表
現

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
現
身
」
と
幽
事
と
の
間
に
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
と
推

測
さ
れ
る
。
幽
事
を
宣
長
は
「
何
物
の
す
る
こ
と
と
、
あ
ら
は
に
し
れ
ず
し
て
、

冥
に
神
の
な
し
た
ま
ふ
御
所
為
」
（
『
玉
く
し
げ
』
全
八
、
三
二
○
頁
）
と
定
義

す
る
。
幽
事
の
主
体
を
あ
ら
わ
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
だ
が
、
大
国
主

神
の
例
は
非
常
に
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
・
国
譲
り
の
段
で
大
国
主
神
は
「
僕

は
百
足
ら
ず
八
十
川
手
に
隠
り
て
侍
ひ
な
む
」
と
い
う
が
、
宣
長
は
「
隠
り
て

侍
ひ
な
む
」
と
は
す
な
わ
ち
幽
事
（
神
事
）
で
あ
る
と
い
う
。

さ
て
今
よ
り
皇
孫
の
所
治
食
す
べ
き
顕
露
事
と
は
、
即
朝
廷
の
萬
の
御

政
に
て
、
現
人
の
顕
に
行
ふ
事
な
り
、
幽
事
は
そ
れ
に
対
ひ
て
、
顕
に
目

に
も
見
え
ず
、
誰
為
す
と
も
な
く
、
神
の
為
し
た
ま
ふ
政
な
り
、
凡
て
此

世
に
あ
ら
ゆ
る
事
は
皆
、
神
の
御
心
も
て
為
た
ま
ふ
な
れ
ど
も
、
其
中
に

も
、
姑
現
人
の
為
す
事
に
対
へ
て
、
分
て
神
事
と
は
い
ふ
な
り
、
さ
て
今

此
大
神
の
、
其
神
事
を
掌
り
治
め
す
も
、
即
皇
朝
の
大
政
を
、
幽
に
助
奉

り
た
ま
ふ
な
れ
ば
、
侍
は
む
と
云
に
、
其
意
は
こ
も
れ
り
と
云
な
り
、

（
『
古
事
記
伝
十
四
之
巻
』
全
十
、
一
二
○
頁
）

身
」
及
び
そ
れ
と
関
連
す
る
事
柄
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
現

身
」
の
意
味
を
推
理
し
て
い
き
た
い
。

右
の
用
例
で
は
「
現
身
」
の
代
表
的
な
例
と
し
て
伊
邪
那
岐
大
神
、
天
照
大

御
神
、
須
佐
之
男
大
神
、
大
国
主
神
、
事
代
主
神
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
う
ち
天
照
大
御
神
と
大
国
主
神
の
「
現
身
」
を
と
り
あ
げ
て
考
察
す
る
。

三
、
「
現
身
」
と
幽
事

大
国
主
神
は
皇
孫
尊
に
国
を
譲
り
、
自
ら
は
黄
泉
国
に
隠
れ
た
。
右
の
引
用

文
か
ら
、
大
国
主
神
は
黄
泉
国
に
お
い
て
、
皇
孫
尊
の
政
治
を
「
幽
に
助
け
奉

り
た
ま
ふ
」
と
い
う
幽
事
を
為
す
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
二
で
あ
げ
た
用
例

④
か
ら
、
黄
泉
国
に
隠
れ
た
の
は
大
国
主
神
の
「
現
身
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
か
ら
、
大
国
主
神
の
「
現
身
」
が
黄
泉
国
に
お
い
て
幽
事
の
主
体
と

な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

幽
事
が
「
何
者
の
す
る
こ
と
と
、
あ
ら
は
に
し
れ
ず
」
と
い
う
こ
と
を
第
一

の
性
質
と
す
る
こ
と
は
「
現
身
」
と
の
関
連
を
考
察
す
る
上
で
非
常
に
重
要
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
現
身
」
は
具
体
的
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
は
隠
れ

て
い
る
た
め
に
そ
の
主
体
お
よ
び
は
た
ら
き
の
内
容
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
そ
れ

が
「
何
物
の
す
る
こ
と
と
、
あ
ら
は
に
し
れ
ず
」
と
い
う
幽
事
の
条
件
に
合
致

す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
御
霊
」
の
場
合
と
比
較
す
る
と
は
っ
き
り
す
る
。

例
え
ば
『
古
事
記
』
の
日
代
宮
二
之
巻
に
倭
建
命
が
倭
比
實
命
か
ら
御
衣
御
裳

を
受
け
る
段
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
倭
比
寶
命
が
伊
勢
大
御
神
の
御
杖
代
で
、
伊

勢
大
御
神
の
「
御
霊
」
が
そ
の
御
衣
御
裳
に
つ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
場
合
「
御
霊
」
の
主
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
効
力
の
程
度
種

類
も
わ
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
御
霊
」
は
衣
と
い
う
非
常
に
具
体
的
な
形
を

と
っ
て
倭
建
命
に
力
を
付
与
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
現
身
」
の
場
合
は
、
現

に
あ
る
身
と
は
い
っ
て
も
、
遠
く
隠
れ
て
い
る
た
め
実
際
の
効
力
を
持
た
ず
、

そ
の
仕
事
で
あ
る
幽
事
さ
え
も
「
何
者
の
す
る
こ
と
と
、
あ
ら
は
に
し
れ
」
な

い
。
「
御
霊
」
が
神
の
名
を
い
た
だ
い
て
は
っ
き
り
し
た
効
用
を
あ
ら
わ
す
の

に
対
し
て
、
「
現
身
」
は
隠
れ
離
れ
て
い
て
、
さ
や
か
に
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

（
Ｐ
ｊ
）

幽
事
を
な
す
「
現
身
」
は
、
夢
あ
る
い
は
占
い
に
お
い
て
「
御
心
」
と
し
て
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あ
ら
わ
れ
る
。

此
天
皇
の
御
世
に
役
病
多
に
起
こ
り
、
人
民
死
せ
て
尽
き
な
む
と
す
。

こ
こ
に
天
皇
愁
歎
た
ま
ひ
て
、
神
床
に
ま
し
ま
せ
る
夜
、
大
物
主
神
御
夢

に
顕
れ
て
の
り
た
ま
は
く
、
是
は
我
御
心
ぞ
、
故
意
富
多
多
泥
古
を
も
て

我
御
前
を
祭
ら
し
め
た
ま
は
ば
、
神
気
起
こ
ら
ず
国
平
ら
ぎ
な
む
と
の
り

た
ま
ひ
き
。

（
『
古
事
記
伝
二
十
三
之
巻
』
全
十
一
、
十
五
頁
。
『
古
事
記
』
の
原
文

の
訓
み
下
し
。
）

こ
の
「
顕
れ
て
」
と
い
う
言
葉
を
宣
長
は
次
の
よ
う
に
注
釈
す
る
。

顕
と
は
、
如
此
疫
病
の
起
れ
る
は
、
此
大
神
の
御
心
ぞ
と
、
其
神
の
御

名
の
、
顕
れ
知
ら
れ
賜
ふ
意
に
て
云
る
な
り
、
訶
志
此
宮
殿
に
、
是
其
三

柱
大
神
之
御
名
者
顕
也
と
あ
る
顕
に
同
じ
、
【
割
注
略
】
抑
世
間
の
事
は
、

吉
も
凶
も
、
顕
露
事
の
外
に
、
幽
事
あ
り
て
、
其
幽
事
は
、
何
の
故
誰
が

所
為
と
云
こ
と
の
、
顕
に
知
ら
れ
ざ
る
を
云
、
疫
病
の
類
な
ど
も
、
此
幽

事
に
て
、
何
の
故
誰
が
所
為
と
は
知
ら
れ
ぬ
を
、
神
の
御
教
を
祈
乞
て
、

此
を
知
る
こ
と
な
り
、
【
割
注
略
】
か
く
て
今
其
幽
事
の
、
大
物
主
神
の

御
所
為
と
、
其
御
名
の
顕
れ
た
る
な
り
、

（
『
古
事
記
伝
二
十
三
之
巻
」
全
十
一
、
十
八
頁
）

疫
病
を
流
行
さ
せ
る
と
い
う
幽
事
を
為
し
た
「
現
身
」
は
夢
に
「
御
心
」
と

し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
「
御
心
」
は
、
物
や
人
に
つ
い
て
そ
の
は
た
ら
き

を
な
す
「
御
霊
」
と
は
異
な
っ
て
、
何
の
は
た
ら
き
も
な
い
。
自
身
が
幽
事
の

主
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
原
文
に
あ
る
よ
う
に
、
平
和
を
取
り
戻
す
た
め

に
「
意
富
多
多
泥
古
を
も
て
我
御
前
を
祭
」
れ
と
命
ず
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま

り
「
御
心
」
と
は
、
は
た
ら
き
で
は
な
く
意
志
で
あ
る
。
右
に
あ
げ
た
例
で
も

「
御
心
」
は
そ
れ
自
身
で
は
何
の
は
た
ら
き
も
し
な
い
。
人
々
に
何
ら
か
の
行

為
を
為
さ
し
め
る
意
志
な
の
で
あ
る
。
人
や
も
の
に
つ
い
て
何
ら
か
の
は
た
ら

き
を
な
す
「
御
霊
」
に
対
し
、
「
現
身
」
の
場
合
は
「
御
心
」
つ
ま
り
そ
の
意

志
を
あ
ら
わ
す
だ
け
で
、
は
た
ら
き
は
な
い
。
「
現
身
」
は
幽
事
の
主
体
で
あ

る
。
「
現
身
」
は
「
御
心
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
御
心
」
と
は
す

な
わ
ち
神
の
意
志
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
「
現
身
」
と
「
御
霊
」
に
は
重
な
り
あ
う
部
分
が

あ
る
た
め
、
両
者
を
は
っ
き
り
分
け
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
ぐ
矛
盾

す
る
点
が
で
て
く
る
。
右
の
引
用
文
で
夢
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
大
物
主
神
で
あ

る
が
大
物
主
神
と
は
二
の
④
の
文
に
明
ら
か
な
よ
う
に
三
輪
に
祭
ら
れ
て
い
る

大
国
主
神
の
「
御
霊
」
の
名
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
「
御
霊
」
が
幽
事
を
行
い

「
御
心
」
を
あ
ら
わ
し
た
わ
け
で
、
「
現
身
」
が
幽
事
の
主
体
で
あ
り
、
「
現
身
」

は
「
御
心
」
と
し
て
夢
や
占
い
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
定
義
と
矛
盾
す
る
。
こ

れ
と
同
じ
矛
盾
が
次
の
例
で
も
起
こ
る
。
神
功
皇
后
が
神
懸
し
た
時
の
言
葉
で

あ
る
。

今
か
く
言
教
え
た
ま
ふ
大
神
は
そ
の
御
名
知
ら
ま
く
欲
し
と
ま
を
せ

ば
、
答
詔
ひ
つ
ら
く
、
是
は
天
照
大
神
の
御
心
な
り
、
ま
た
底
筒
男
中
筒

男
上
筒
男
三
柱
の
大
神
な
り
、
（
中
略
）
今
ま
こ
と
に
其
国
を
求
め
む
と

思
さ
ば
、
天
神
地
祇
ま
た
山
神
河
海
の
神
た
ち
に
悉
に
弊
帛
奉
り
、
我
御

魂
を
み
船
の
上
に
坐
せ
て
、
真
木
の
灰
を
瓠
に
い
れ
ま
た
箸
と
比
羅
伝
を

多
に
作
り
て
、
皆
皆
大
海
に
散
ら
し
浮
け
て
わ
た
り
ま
す
べ
し
と
の
り
た

ま
ひ
き
。

（
『
古
事
記
伝
三
十
之
巻
』
全
十
一
、
三
六
八
頁
。
「
古
事
記
』
の
原
文
の

訓
み
下
し
。
）
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神
懸
し
て
い
る
、
つ
ま
り
「
御
霊
」
が
と
り
つ
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「
御
霊
」

が
答
え
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
そ
の
「
御
霊
」
が
み
ず
か
ら
「
御
心
」
で
あ
る

と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
、
「
現
身
」
が
「
御
心
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う

定
義
と
矛
盾
す
る
。

こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
一
つ
の
可
能
性
を
宣
長
自
身
が
提
示
し
て
い
る
。
宣

長
は
右
の
引
用
文
で
「
是
は
天
照
大
神
の
御
心
な
り
、
ま
た
底
筒
男
中
筒
男
上

筒
男
三
柱
の
大
神
な
り
」
と
あ
っ
て
、
天
照
大
御
神
に
は
「
御
心
」
と
あ
る
の

に
、
底
筒
男
そ
の
他
の
三
柱
の
神
に
は
「
御
心
」
と
い
う
言
葉
が
な
い
こ
と
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
注
釈
す
る
。

さ
て
此
に
天
照
大
神
に
は
、
御
心
者
と
あ
り
て
、
此
三
柱
の
大
神
に
は
、

御
心
と
云
こ
と
な
き
は
、
差
別
あ
る
か
、
【
若
差
別
あ
り
と
し
て
い
は
ぱ
、

次
文
に
、
我
之
御
魂
云
々
と
あ
る
は
、
専
此
三
柱
神
の
御
魂
な
れ
ば
、
凡

て
此
神
託
の
詔
は
、
此
三
柱
神
の
詔
へ
る
に
て
、
天
照
大
御
神
之
御
心
な

り
と
あ
る
も
、
此
三
柱
神
の
詔
へ
る
と
せ
む
か
、
若
然
ら
ば
、
此
度
の
事
、

専
此
三
柱
神
の
行
ひ
賜
ふ
基
本
は
、
天
照
大
御
神
の
御
心
に
て
、
其
大
御

命
を
、
此
三
柱
の
奉
承
給
ひ
て
、
執
行
給
ふ
よ
し
を
、
詔
ふ
請
に
や
】
又

た
壁
同
じ
こ
と
な
る
を
、
上
な
る
御
心
を
此
へ
も
響
か
せ
て
、
此
に
は
略

け
る
文
か
、

（
『
古
事
記
伝
三
十
之
巻
』
全
十
一
、
三
六
九
頁
）

宣
長
は
、
天
照
大
御
神
に
は
「
御
心
」
と
あ
っ
て
底
筒
男
大
神
以
下
三
柱
に

は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
天
照
大
御
神
に
つ
け
た
「
御
心
」
を
底
筒
男
大
神
以

下
に
も
か
け
る
と
い
う
表
現
上
の
省
略
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
右
の
文
尾
で

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
現
身
」
の
意
味
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
の
は
、
「
御

心
」
と
い
う
言
葉
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
特
別
な
意
味
を
見
出
し
て
い
る

割
注
の
部
分
で
あ
る
。
「
古
事
記
』
の
原
文
に
「
我
御
魂
を
承
船
の
上
に
坐
せ

て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
神
託
を
告
げ
て
い
る
の
が
航
海
神
で
あ
る
こ
れ

ら
三
柱
の
神
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
神
託
は
天
照
大
御
神
の
「
御
心
」

で
あ
る
が
、
実
際
に
告
げ
て
い
る
の
は
三
柱
の
神
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

原
文
で
天
照
大
御
神
の
あ
と
に
は
「
御
心
」
が
あ
り
、
三
柱
の
神
の
後
に
そ
れ

が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
「
三
柱
神
の
行
ひ
賜
ふ
基
本
は
、
天
照
大
御
神
の
御

心
に
て
、
其
大
御
命
を
、
此
三
柱
の
奉
承
給
ひ
て
、
執
行
給
ふ
」
と
い
う
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
と
宣
長
は
い
う
。
三
柱
の
神
（
厳
密
に
言
え
ば
三
柱
の
神
の

「
御
霊
」
）
が
天
照
大
御
神
の
「
御
心
」
を
実
際
に
執
り
行
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
「
御
心
」
を
請
け
負
っ
て
執
行
す
る
「
御
霊
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
解
釈
を
先
に
あ
げ
た
大
物
主
大
神
の
場
合
に
あ
て
は
め
る
と
、
「
御
霊
」

で
あ
る
大
物
主
大
神
が
「
御
心
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
背
後

に
い
る
大
国
主
神
（
「
現
身
」
）
の
意
志
つ
ま
り
「
御
心
」
を
「
御
霊
」
が
執
り

行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

以
上
「
現
身
」
と
幽
事
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
「
現
身
」
は
遠
く
隠
れ
た
場
所
で
幽
事
を
行
い
、
こ
の
世
に
は
「
御
心
」

と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
「
御
心
」
は
そ
れ
自
身
の
は
た
ら
き
は
な
く
、
人
に
あ

る
行
為
を
な
さ
し
め
る
、
神
の
意
志
で
あ
る
。
時
に
「
現
身
」
で
は
な
く
「
御

霊
」
が
「
御
心
」
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
例
が
み
え
る
が
、
そ
れ
は
「
御
霊
」
が
、

「
御
心
」
に
従
っ
て
そ
の
意
志
を
執
行
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
現
身
」
は
幽
事
の
主
体
で
あ
る
。
「
現
身
」
は
「
御
心
」
と
し
て
こ
の
世

に
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
御
心
」
と
は
意
志
で
あ
り
、
「
御
霊
」
は
そ
れ
を

執
行
す
る
は
た
ら
き
で
あ
る
。
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で
は
「
御
霊
」
は
ど
の
よ
う
な
力
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
す
る

の
か
。
そ
し
て
「
御
心
」
と
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
を
も
つ
意
志
な
の
か
。

四
’
一
、
「
御
霊
」
の
は
た
ら
き

「
御
霊
」
の
は
た
ら
き
の
内
容
を
用
例
に
よ
っ
て
考
察
す
る
。
宣
長
は
漢
字

に
と
ら
わ
れ
ず
訓
み
を
つ
け
る
の
で
、
「
御
霊
」
だ
け
で
は
な
く
「
霊
」
、
「
御

威
霊
」
、
「
御
魂
」
な
ど
す
べ
て
み
た
ま
で
あ
る
。

①
御
魂
と
は
、
恩
頼
、
【
神
霊
又
霊
な
ど
も
あ
り
、
】
又
萬
葉
五
【
二
十
六

丁
】
に
、
阿
我
農
斯
能
美
多
麻
多
麻
比
弓
な
ど
あ
る
意
に
て
、
其
功
徳
を

称
へ
た
る
名
な
り
、

（
『
古
事
記
伝
九
之
巻
』
全
九
、
四
一
六
頁
）

②
宇
都
志
国
玉
神
、
玉
は
【
割
注
略
】
御
霊
な
り
、
故
国
御
魂
と
も
云
り
、

さ
て
御
霊
は
、
上
の
宇
迦
之
御
魂
神
の
虎
に
云
る
ご
と
く
に
て
、
其
国
を

経
営
坐
し
功
徳
あ
る
神
を
、
国
玉
国
御
魂
と
云
な
り
、

（
『
古
事
記
伝
九
之
巻
』
全
九
、
四
二
二
頁
）

③
ま
づ
第
一
に
、
此
世
の
中
の
惣
禮
の
道
理
を
よ
く
心
得
お
く
べ
し
、
其

道
理
と
は
、
此
天
地
も
諸
神
も
萬
物
も
、
皆
こ
と
人
、
く
其
本
は
、
高
皇

産
霊
神
、
神
皇
産
霊
神
と
申
す
二
神
の
、
産
霊
の
み
た
ま
と
申
す
物
に
よ

り
て
、
成
出
来
た
る
物
に
し
て
、
世
々
に
人
類
の
生
れ
出
、
萬
物
萬
事
の

成
出
る
も
、
ゑ
な
此
御
霊
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
、

（
『
玉
く
し
げ
』
全
八
、
三
○
九
頁
）

④
次
に
下
々
の
惣
禮
の
人
の
身
の
行
ひ
か
た
は
、
ま
づ
す
べ
て
人
と
申
す

物
は
、
か
の
産
霊
大
神
の
産
霊
の
み
た
ま
に
よ
り
て
、
人
の
努
め
お
こ
な

四
、
「
御
霊
」
と
「
御
心
」

ふ
く
き
ほ
ど
の
限
り
は
、
も
と
よ
り
具
足
し
て
生
れ
た
る
も
の
な
れ
ば
、

面
々
の
か
な
ら
ず
つ
と
め
行
ふ
く
き
ほ
ど
の
事
は
、
教
を
ま
た
ず
し
て
、

よ
く
努
め
行
ふ
も
の
な
り
、

（
同
前
、
全
八
、
三
二
二
頁
）

⑤
さ
て
世
中
に
あ
ら
ゆ
る
、
大
小
の
も
ろ
ｊ
、
の
事
は
、
天
地
の
間
に
お

の
づ
か
ら
あ
る
こ
と
も
、
人
の
身
の
う
へ
の
こ
と
も
、
な
す
わ
ざ
も
、
皆

こ
と
人
、
く
神
の
御
霊
に
よ
り
て
、
神
の
御
は
か
ら
ひ
な
る
が
、
惣
じ
て

神
に
は
尊
卑
善
悪
邪
正
さ
ま
人
、
あ
る
故
に
、
世
中
の
事
も
、
吉
事
善
事

の
み
に
は
あ
ら
ず
、
悪
事
凶
事
も
ま
じ
り
て
、
国
の
乱
な
ど
も
を
り
ノ
ー

は
起
こ
り
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
あ
し
き
事
な
ど
も
行
は
れ
、
又
人
の

禍
福
な
ど
の
、
正
し
き
道
理
に
あ
た
ら
ざ
る
こ
と
も
多
き
、

（
同
前
、
全
八
、
三
一
五
頁
）

⑥
あ
な
か
し
こ
萬
の
禍
は
、
火
の
稜
る
上
か
ら
起
る
ぞ
か
し
、
禍
の
起
る

は
、
此
黄
泉
の
機
よ
り
成
坐
る
禍
津
日
神
の
霊
な
り
、
火
稜
る
上
と
き
は
、

此
神
と
こ
ろ
得
て
荒
ぶ
る
故
に
、
萬
の
禍
お
こ
る
な
り
、
神
道
に
志
さ
む

人
は
、
由
な
き
漢
意
を
捨
て
、
よ
く
此
を
思
ふ
べ
き
こ
と
ぞ
、
か
Ｌ
れ
ば

民
を
撫
世
を
治
む
に
は
、
先
天
下
の
火
を
忌
清
め
て
、
神
の
御
心
を
取
奉

る
べ
き
も
の
ぞ
、

（
『
古
事
記
伝
六
之
巻
』
全
九
、
二
四
一
頁
）

⑦
須
佐
之
男
大
神
の
御
喬
に
坐
此
神
（
大
国
主
神
の
こ
と
）
の
、
其
大
神

の
御
威
霊
に
よ
り
て
、
【
御
威
霊
に
よ
る
と
は
、
生
大
刀
生
弓
矢
を
得
給

う
事
な
ど
、
上
件
事
を
云
、
】
彼
業
を
紹
て
、
功
を
成
給
ふ
こ
と
、
彼
と

此
を
相
照
し
考
て
、
深
き
所
以
あ
る
こ
と
を
知
く
し
、

（
『
古
事
記
伝
十
之
巻
』
全
九
、
四
六
六
頁
）

九
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⑧
又
此
比
實
命
の
御
衣
御
裳
を
し
も
、
請
し
賜
は
り
賜
う
所
以
は
、
倭
比

實
命
は
、
伊
勢
大
御
神
の
、
御
杖
代
と
坐
ま
せ
ぱ
、
其
御
威
御
霊
を
仮
賜

は
む
の
御
心
な
り
け
む
か
し
、

（
『
古
事
記
伝
二
十
七
之
巻
』
全
十
一
、
一
九
七
頁
）

⑨
前
事
は
、
即
此
御
魂
の
御
前
の
事
な
り
、
【
割
注
略
】
さ
て
事
と
は
、

た
だ
祭
祀
の
行
事
を
云
う
に
は
非
ず
、
善
ば
朝
廷
の
政
事
の
如
く
、
此
大

御
神
の
御
霊
の
、
天
下
の
萬
事
を
、
御
思
し
虚
分
ひ
お
き
て
賜
ふ
、
御
政

に
云
な
り
、
前
と
は
、
上
に
も
云
る
如
く
、
即
其
神
を
指
て
申
す
言
な
れ

ば
、
此
は
、
此
御
霊
の
御
政
事
と
云
む
が
如
し
、

（
『
古
事
記
伝
十
五
之
巻
』
全
十
、
一
六
○
頁
）

①
に
よ
れ
ば
「
御
魂
」
と
は
、
「
其
功
徳
を
称
へ
た
る
名
」
で
あ
り
、
②
国

玉
（
玉
Ⅱ
御
霊
）
神
と
い
う
名
の
由
来
も
、
「
其
国
を
経
営
坐
し
功
徳
」
を
称

え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
功
徳
つ
ま
り
そ
の
は
た
ら
き
を
称
え
て
「
御

霊
」
と
い
う
名
が
つ
い
て
い
る
。
「
御
霊
」
の
基
本
的
な
意
味
は
は
た
ら
き
で

あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
は
た
ら
き
の
結
果
で
あ
る
功
徳
や
め
ぐ
み
を
意
味
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

で
は
ど
の
よ
う
な
力
に
よ
る
ど
の
よ
う
な
は
た
ら
き
な
の
か
、
そ
れ
を
③
以

下
の
用
例
か
ら
読
み
取
る
。
③
で
は
産
霊
神
の
「
御
霊
」
が
、
人
や
こ
の
世
の

も
の
す
べ
て
を
成
す
力
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
「
御
霊
」
が
生
成

力
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
単
な
る
生
成
力
で
は
な
く
、
④
の
「
人

の
つ
と
め
お
こ
な
ふ
べ
き
ほ
ど
の
限
り
」
あ
る
い
は
「
面
々
の
か
な
ら
ず
つ
と

め
行
ふ
く
き
ほ
ど
の
事
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
「
御
霊
」
は
人
に
規

範
性
を
も
授
け
る
の
で
あ
る
。
規
範
と
は
意
志
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
は
た

ら
き
あ
る
い
は
力
で
あ
る
「
御
霊
」
と
は
本
来
相
容
れ
な
い
。
む
し
ろ
神
の
意

志
で
あ
る
「
御
心
」
の
分
野
で
あ
る
。
後
述
す
る
「
御
霊
」
と
「
御
心
」
の
重

な
り
が
こ
こ
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

⑦
と
⑧
は
、
神
の
霊
が
乗
り
移
っ
て
い
る
物
を
身
に
つ
け
た
り
、
持
っ
て
い

た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
神
の
威
力
を
我
が
も
の
と
し
、
非
常
な
偉
業

や
難
事
を
成
就
さ
せ
よ
う
と
す
る
例
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
御
霊
」
の
力
は
善

い
事
に
ぱ
か
り
は
た
ら
く
と
は
限
ら
ず
⑤
や
⑥
に
み
え
る
よ
う
に
禍
を
も
た
ら

す
場
合
も
あ
る
。
こ
う
し
た
「
御
霊
」
の
は
た
ら
き
は
、
人
に
は
不
可
能
な
こ

と
を
可
能
に
す
る
、
あ
る
い
は
人
の
力
を
遥
か
に
越
え
た
禍
福
を
も
た
ら
す
は

た
ら
き
で
あ
っ
て
「
御
霊
」
の
は
た
ら
き
の
超
越
的
な
面
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

と
い
え
る
。

⑤
、
⑥
、
⑨
は
「
御
霊
」
独
自
の
は
た
ら
き
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
は
い
え

な
い
。
こ
れ
ら
の
用
例
の
中
の
「
御
霊
」
（
⑥
で
は
霊
）
と
い
う
部
分
を
、
「
御

心
」
と
読
み
換
え
て
も
何
の
さ
し
つ
か
え
も
な
く
、
「
御
霊
」
と
「
御
心
」
が

混
同
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
⑤
は
神
の
は
た
ら
き
を
全
体
と
し
て
概
括

し
て
い
る
文
章
で
あ
る
か
ら
、
「
御
霊
」
と
「
御
心
」
が
混
同
さ
れ
て
い
て
も

納
得
で
き
る
。
し
か
し
⑥
で
は
「
御
霊
」
が
な
し
た
禍
を
「
御
心
」
を
と
り
も

つ
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
⑨
で
は
意
志
と
し
て
の
「
御
心
」

が
行
う
べ
き
御
政
を
「
御
霊
」
が
執
り
行
う
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

混
同
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
。
そ
れ
に
は
宣
長
自
身
が
提
示
し

た
「
御
心
」
と
い
う
意
志
を
受
け
て
そ
れ
を
実
際
に
執
り
行
う
「
御
霊
」
が
あ

る
と
い
う
考
え
方
が
応
用
で
き
る
。
こ
れ
を
応
用
す
れ
ば
、
⑥
で
は
火
の
稜
を

清
め
「
御
心
」
を
と
り
も
て
ば
、
「
御
心
」
の
意
志
に
従
っ
て
禍
を
も
た
ら
し

て
い
た
「
御
霊
」
が
静
ま
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
⑨
で
は
、
す
べ
て
を
と
り

し
き
っ
て
い
る
「
御
心
」
が
背
後
に
あ
っ
て
、
「
御
霊
」
は
そ
の
手
先
と
な
っ
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て
は
た
ら
き
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
は
た
ら
き
の
面
だ
け
を
見
る

と
「
御
霊
」
が
御
政
を
と
り
お
こ
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
理
解
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
「
御
霊
」
と
「
御
心
」
が
混
同
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
場

合
に
は
宣
長
が
示
し
た
「
御
心
」
と
い
う
意
志
に
従
っ
て
は
た
ら
く
「
御
霊
」

と
い
う
考
え
方
を
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
御
霊
」
と
は
は
た
ら
き
で
あ
る
。
意
志
で
あ
る
「
御
心
」
を
受
け
て
、
そ

の
生
成
力
と
超
越
的
な
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
の
す
べ
て
の
こ
と
を
な
す
。

四
’
二
、
「
御
心
」
の
性
格

三
で
「
御
心
」
が
神
の
意
志
で
あ
る
を
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
深
く
「
御

心
」
と
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
を
も
つ
意
志
な
の
か
を
用
例
に
よ
っ
て
考
え
る
。

⑩
こ
の
天
地
の
う
ち
の
あ
ら
ゆ
る
事
は
。
み
な
そ
の
神
の
御
心
よ
り
出
て

神
の
し
た
ま
ふ
事
な
れ
ば
。
人
の
思
ふ
と
は
た
が
ひ
。
か
の
か
ら
書
の
道

理
と
は
は
る
か
に
異
な
る
事
も
お
ほ
き
ぞ
か
し
。
さ
れ
ば
吾
御
門
に
は
さ

ら
に
さ
や
う
の
こ
と
は
り
が
ま
し
き
心
を
ま
じ
え
ず
。
さ
か
し
だ
ち
た
る

教
を
ま
う
け
ず
。
只
何
事
も
神
の
御
心
に
う
ち
ま
か
せ
て
。
よ
る
づ
を
ま

つ
り
ご
ち
給
ひ
。
又
天
の
下
の
青
人
く
さ
も
只
そ
の
大
御
心
を
心
と
し
て

な
び
き
し
た
が
ひ
ま
つ
る
。
こ
れ
を
神
の
道
と
は
い
ふ
也
。

（
「
石
上
私
淑
言
』
全
二
、
一
七
五
頁
）

⑪
（
東
照
神
御
祖
命
の
）
此
御
盛
業
、
自
然
と
ま
こ
と
の
道
に
か
な
は
せ

給
ひ
、
天
照
大
御
神
の
大
御
心
に
か
な
は
せ
た
ま
ひ
て
、
天
神
地
祇
も
、

御
加
護
厚
き
が
故
に
、
か
く
の
ご
と
く
御
代
は
め
で
た
く
治
ま
れ
る
な
り
、

（
『
玉
く
し
げ
』
全
八
、
三
一
八
頁
）

⑫
【
世
人
よ
、
世
人
よ
、
此
を
よ
く
思
ふ
く
し
、
よ
く
思
ふ
く
し
、
天
皇

の
み
に
も
坐
ま
さ
ず
、
天
下
に
は
、
誰
し
の
人
か
此
大
御
神
の
大
御
心
に

背
奉
て
は
、
一
日
片
時
も
得
在
べ
き
、
あ
な
か
し
こ
、
ｌ
、
、
】

（
「
古
事
記
伝
三
十
之
巻
』
全
十
一
、
三
五
一
頁
）

⑬
（
天
皇
命
は
）
天
つ
神
の
御
心
を
大
御
心
と
し
て
、

何
わ
ざ
も
、
己
命
の
御
心
も
て
さ
か
し
だ
ち
賜
は
ず
て
、
た
ｇ
神
代
の

古
事
の
ま
上
に
、
お
こ
な
ひ
た
ま
ひ
治
め
賜
ひ
て
、
疑
ひ
お
も
ほ
す
事
し

あ
る
を
り
は
、
御
卜
事
も
て
、
天
神
の
御
心
を
問
し
て
物
し
給
ふ
、

（
『
直
毘
霊
』
全
九
、
四
九
頁
）

人
は
無
条
件
に
「
御
心
」
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
背
い
た
場
合
は
存

在
そ
の
も
の
が
お
び
や
か
さ
れ
る
。
人
に
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
占
い
に
よ

っ
て
「
御
心
」
を
伺
い
（
⑬
）
、
「
御
心
」
を
我
が
心
と
し
て
（
⑩
、
⑬
）
従
う

こ
と
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
一
日
も
片
時
も
生
き
て
在
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
⑫
）
。
「
御
心
」
に
か
な
え
ば
⑪
の
よ
う
に
こ
の
世
は
め
で
た
く
治
ま
る
。
人

は
う
か
が
い
知
れ
な
い
神
の
「
御
心
」
に
規
制
さ
れ
な
が
ら
こ
の
世
に
あ
る
。

「
御
心
」
を
我
が
心
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
神
の
「
御
心
」
つ
ま
り
神
の
意
志

に
規
制
さ
れ
る
ま
ま
に
動
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
あ
や
つ
り
人
形
の

（
８
）

た
と
え
の
意
味
で
あ
る
。
「
現
身
」
は
隠
れ
て
そ
の
意
志
（
「
御
心
」
）
の
ま
ま

に
人
間
を
あ
や
つ
る
。
人
は
そ
の
意
志
の
ま
ま
に
、
た
だ
そ
の
意
志
に
規
制
さ

れ
て
動
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
「
御
霊
」
が
生
成
力
あ
る
い
は
超
越
的

な
力
を
も
っ
て
人
に
何
か
を
与
え
る
は
た
ら
き
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
御
心
」

は
人
を
規
制
す
る
意
志
で
あ
る
。

四
’
’
一
｜
、
ま
と
め

「
御
霊
」
は
は
た
ら
き
で
あ
る
。
意
志
で
あ
る
「
御
心
」
を
受
け
て
、
生
成

力
と
超
越
的
な
力
に
よ
っ
て
こ
の
世
の
す
べ
て
の
こ
と
を
な
す
。
一
方
「
御
心
」

は
人
を
規
制
し
従
え
る
意
志
で
あ
る
。
「
現
身
」
は
遠
く
離
れ
て
あ
っ
て
、
そ
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の
意
志
を
「
御
心
」
と
し
て
こ
の
世
に
示
す
。
「
御
霊
」
は
そ
の
意
志
を
執
り

行
う
。

（
『
く
ず
花
』
全
八
、
一
四
二
頁
）

宣
長
は
天
に
意
志
が
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
そ
の
か
わ
り
に
「
現
身
」
お

よ
び
そ
の
意
志
で
あ
る
「
御
心
」
を
強
調
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
黄
泉
国
や

天
上
に
隠
れ
離
れ
て
「
御
心
」
つ
ま
り
意
志
を
あ
ら
わ
す
だ
け
の
「
現
身
」
と

い
う
奇
妙
な
存
在
は
、
宣
長
が
「
御
霊
」
だ
け
で
は
な
く
、
意
志
を
も
つ
神
を

必
要
と
し
た
た
め
に
生
ま
れ
た
。

以
上
、
四
ま
で
の
考
察
か
ら
宣
長
が
考
え
て
い
た
「
現
身
」
の
意
味
と
そ
の

周
辺
の
事
柄
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
宣
長
が
「
現
身
」
に
積
極
的
な
意
味

を
与
え
て
い
て
た
の
は
「
現
身
」
が
「
御
心
」
つ
ま
り
神
の
意
志
の
主
体
だ
か

ら
で
あ
る
。
な
ぜ
「
御
心
」
が
重
要
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
天
を
宣
長
が
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
か
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

天
地
は
死
物
に
し
て
、
心
も
し
わ
ざ
も
あ
る
物
に
は
あ
ら
い
を
、
心
も

あ
り
て
し
わ
ざ
も
あ
る
が
如
く
思
は
る
上
は
、
み
な
神
の
御
心
に
て
、
神

の
御
し
わ
ざ
也
、
た
と
へ
ぱ
、
天
地
は
器
物
の
ご
と
く
、
神
は
そ
の
器
物

を
用
ふ
人
の
如
し
、
人
有
て
用
は
ば
こ
そ
、
器
物
は
そ
れ
人
、
の
用
を
な

せ
、
み
づ
か
ら
は
た
ら
き
て
用
を
な
す
物
に
は
あ
ら
ず
、
然
る
を
漢
人
は
、

神
の
御
し
わ
ざ
な
る
こ
と
を
し
ら
ざ
る
故
に
、
天
地
に
心
あ
る
や
う
に
思

ひ
ま
ど
ひ
て
、
そ
の
天
地
の
心
を
、
や
が
て
神
共
い
ふ
め
る
は
、
皆
ひ
が

こ
と
也

五
、
天
の
喪
失
と
「
現
身
」

以
上
、
「
現
身
」
を
め
ぐ
る
考
察
を
通
し
て
、
宣
長
に
お
け
る
神
の
性
格
の

一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
宣
長
の
神
は
生
成
力
や
超
越
的
な
力
を
そ
の
内
容

と
す
る
「
御
霊
」
だ
け
で
な
く
、
こ
の
世
の
も
の
を
規
制
し
従
わ
せ
る
意
志
を

備
え
て
い
る
。
宣
長
が
神
を
「
現
身
」
と
「
御
霊
」
に
わ
け
る
の
は
「
御
霊
」

だ
け
で
は
な
く
意
志
を
持
つ
神
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
現
身
」

と
そ
の
意
志
で
あ
る
「
御
心
」
。
こ
れ
ら
が
宣
長
に
お
け
る
神
に
人
格
的
な
要

素
を
与
え
て
い
る
。

（
１
）
「
宣
長
学
に
お
け
る
神
の
実
在
ｌ
「
現
身
・
御
霊
」
論
を
中
心
に
」
（
「
季

刊
日
本
思
想
史
』
二
十
五
号
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
五
八
年
）

（
２
）
東
氏
も
前
掲
論
文
で
同
様
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
同
右
三
十
六
頁
）

（
３
）
「
現
身
」
に
尊
敬
の
意
を
添
え
て
「
現
御
身
」
と
す
る
場
合
が
あ
る
が

本
質
的
な
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。

（
４
）
八
十
切
手
と
は
黄
泉
国
の
こ
と
で
あ
る
と
宣
長
は
解
釈
す
る
。
「
八
十

と
多
く
の
隅
々
を
経
行
て
、
甚
遠
き
虚
と
云
る
に
て
、
其
心
ざ
し
た
ま
ふ

註 六
、
結
論

引
用
は
全
て
『
本
居
宣
長
全
集
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
三
年
ｌ
平
成
五

年
に
よ
っ
た
。
巻
数
は
、
た
と
え
ば
全
集
第
十
巻
の
場
合
、
全
十
と
記
し

た
。
引
用
に
際
し
て
適
宜
表
記
を
改
め
た
。
ま
た
引
用
文
中
の
（
）
は

筆
者
に
よ
る
註
で
あ
る
。
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虚
は
、
即
黄
泉
国
な
り
」
（
『
古
事
記
伝
十
四
巻
』
全
十
、
三
八
頁
）

（
５
）
「
現
身
」
は
隠
れ
て
お
り
、
こ
の
世
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
後
述
す
る
よ

う
に
占
い
や
夢
の
中
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
例
外
的
に
「
現
身
」
そ

の
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
葛
城
之
一
言
主
之
神
は
「
現

身
」
を
あ
ら
わ
す
が
、
宣
長
は
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。
「
大
か
た
神

は
形
は
隠
坐
て
顕
に
は
見
え
賜
は
ざ
る
を
、
是
は
御
身
の
現
し
く
見
え
賜

へ
る
を
申
給
へ
る
な
り
」
（
『
古
事
記
伝
四
十
二
之
巻
』
全
十
二
、
二
九
八

頁
）
。
ま
た
、
神
の
死
、
不
死
に
つ
い
て
答
え
て
、
高
天
原
の
神
は
死
な

ず
、
国
に
坐
す
神
は
死
ぬ
と
述
べ
た
後
で
「
サ
テ
既
二
死
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、

ソ
ノ
御
霊
〈
留
リ
テ
ア
ル
事
ニ
テ
、
時
ト
シ
テ
ハ
、
現
身
ヲ
モ
ァ
ラ
ハ
ス

事
ア
リ
、
」
（
『
答
問
録
』
全
一
、
五
二
二
頁
）
と
加
え
て
い
る
。
い
ず
れ

も
「
大
か
た
神
は
形
は
隠
坐
て
顕
に
は
見
え
賜
は
ざ
る
」
あ
る
い
は
「
時

ト
シ
テ
ハ
、
現
身
ヲ
モ
ア
ラ
ハ
ス
事
ア
リ
」
と
い
う
表
現
か
ら
「
現
身
」

そ
の
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
例
外
的
な
場
合
で
あ
る
と
宣
長
が
考
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
６
）
「
古
事
記
伝
十
四
之
巻
』
全
十
、
二
八
頁
。

（
７
）
占
い
に
あ
ら
わ
れ
る
例
は
本
牟
遅
和
気
御
子
の
段
参
照
。

（
８
）
『
玉
く
し
げ
」
全
八
、
三
二
一
頁
。

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
聴
講
生
）
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